〔テーマ○〕〔提案課題名〕
〔研究代表者〕・〔研究代表機関〕
（様式２）
市民参加による海洋総合知創出手法構築プロジェクト提案書	Comment by 作成者: ヘッダーに「提案課題名」「研究代表者」「研究代表機関」を記入してください。テーマ番号は事務局で割り振ります。
書類の提出時には、コメントを非表示にしてください。


研究代表者・研究代表機関

【機関名】○○大学
　【代表者】〇〇研究科教授　〇〇　〇〇

提案課題名
○○○

関連する「国連海洋科学の10年」のアウトカムと具体的貢献・事業目標

【国連海洋科学の10年のアウトカム】
きれいな海、健全な海、生産的な海、予測できる海、	Comment by 作成者: 該当するものを１つ以上選択し、該当するもの以外は削除してください。
安全な海、開かれた海、魅力的な海

【具体的な貢献・事業目標】	Comment by 作成者: 貢献する項目（○○な海）、簡単な実施内容（研究内容）、達成目標を記載してください。
　「〇〇な海」を目指して、（プロジェクト名前）により△△の達成を目指す。




実施予定規模

初年度：○○千円、総額○○千円

１　実施内容・計画

（１）提案課題の背景	Comment by 作成者: 提案課題に関して、最近の国内外の技術的・社会的動向や課題に対する認識、業務参加者のこれまでの研究成果などを踏まえ、着想に至った背景等を具体的かつ明瞭に記述してください。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・

（２）提案課題の実施内容	Comment by 作成者: 提案課題の具体的な実施内容について20貢以内で記載してください。

（研究内容）	Comment by 作成者: 具体的な研究開発内容について記載してください。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・

（自然科学分野と人文・社会科学分野の連携について）	Comment by 作成者: 上記の研究開発を行っていく中で「自然科学分野と人文・社会科学分野の連携をどのように実施するか」について具体的に記載してください。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・

（研究成果創出までの市民参加型研究の進め方、市民を含む海洋に関わる多様な人々の研究参加を促進するための手段、方法、スケジュール等）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・	Comment by 作成者: 上記の研究開発を行っていく中で「どういった人々とどのように連携していくのか」を具体的に記載してください。


（総合知創出の手法構築に向けた取組）	Comment by 作成者: 手法構築に向けてどのような工夫を行うのか（例えば〇〇分野の自然科学研究者と△△分野の人文・社会科学研究者との連携により、□□を行う。△△団体との連携により□□を行う。）などを10貢以下で記載してください。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・


（３）得られる成果	Comment by 作成者: 上記取組を行うことで、どのような成果（特に総合知）が得られるかについて、５貢以内で記載してください。

（研究面）	Comment by 作成者: 研究面について得られる成果を記載してください。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・

（社会課題の解決）	Comment by 作成者: 社会課題解決面について得られる成果を記載してください。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・


２　年次計画・方法	Comment by 作成者: ６頁以内にまとめてください。

（１）具体的な計画・方法	Comment by 作成者: 具体的な実施内容（研究開発に用いるデータ含む）、達成目標、分野間の連携・協力体制、市民を含む海洋に関わる多様な人々との連携の見通しなどを、年度ごとに記載してください。

	
	具体的な計画・方法
	年度の達成目標

	令和
５年度
	・○○～
・△△～
	

	令和
６年度
	・○○～
・△△～
	

	令和
７年度
	・○○～
・△△～
	

	令和
８年度
	・○○～
・△△～
	

	令和
９年度
	・○○～
・△△～
	





（３）実施体制

①　業務参加者（研究代表者及び研究分担者）及び業務協力者

	実施項目
	実施場所
（所在地，機関名）
	研究代表者
（氏名，所属，役職）

	
	
	

	実施項目	Comment by 作成者: 研究分担者が複数いる場合、適宜欄を増やして記入してください。研究分担者がいない場合、「－」を記入してください。
	実施場所
（所在地，機関名）
	研究分担者
（氏名，所属，役職）

	
	
	

	実施項目	Comment by 作成者: 業務協力者が複数いる場合、適宜欄を増やして記入してください。業務協力者がいない場合、「－」を記入してください。
	実施場所
（所在地，機関名）
	業務協力者
（氏名，所属，役職）

	
	
	



（研究分担者の特筆した実績）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・	Comment by 作成者: 連携する研究分担者が市民参加型研究の実績があるなど特筆する実績がありましたら記載してください。






②　業務計画に対する実施体制・役割分担	Comment by 作成者: 各機関の実施体制、業務参加者の役割分担、分担する必要性・妥当性、市民を含む海洋に関わる多様な人々との協力など、業務計画を遂行するための実施体制について具体的に記載してください。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・


【体制図の例示】
	Comment by 作成者: 体制図を添付してください。

・下図はイメージであり、記載形式は自由です。

・提案課題を構成する実施項目、参画機関の分担、参加者・協力者の役割、指揮系統が分かるように記載してください。

・エフォートについては、公募要領別紙５を参照してください。

・書類の提出時には、例を削除してください。
「エフォート（研究充当率）○○％」を記載して下さい（以下業務参加者すべて同じ）。


助言（研究運営委員会等）
実施項目間の関係をそれぞれ記載

協力者（ステークホルダー）
提案課題全体の取りまとめ：研究代表者名


（２）＊＊＊（項目２の内容）

（１）＊＊＊（項目１の内容）

再委託

研究者
（項目２取りまとめ）

協力者（ステークホルダー）

分担機関１:
＊＊＊（分担内容）
分担研究者
（項目１取りまとめ）

○○海域での検証について助言

研究従事者
（▼▼の実施）
研究者
（●●の実施）



研究開発の担当（例：データ解析等）をそれぞれ記入
再委託



分担機関２:
＊＊＊（分担内容）

研究者（データ収集）


分担研究者








３　研　究　業　績	Comment by 作成者: ３頁以内にまとめてください。

研究者所属・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　	Comment by 作成者: 業務参加者（公募要領「Ⅰ．4．（2）」）ごとに記入してください。

（主な論文・知的財産）	Comment by 作成者: 最近５年間に発表した主な論文（論文名、著者名、掲載誌名、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦））を記入してください。そのうち本事業に関連したものに○印を付してください。
○・・・・
・・・・

（市民を含む多海洋に関わる多様な人々との連携実績）	Comment by 作成者: 業務参加者のこれまでの研究等で、市民を含む海洋に関わる多様な人々と連携した実績があれば記載ください。なお、連携先、連携内容やその成果について記入してください。（研究計画の策定など、細かなことでも記載ください。）
特にない場合は、「なし」と記載してください。
・・・・

（自然科学と人文・社会科学の研究者間の連携実績）	Comment by 作成者: 業務参加者のこれまでの研究等で、人文・社会科学者と連携した実績があれば、連携内容とその成果について記入してください。
特にない場合は、「なし」と記載してください。
・・・・



４　研究費の応募・受入等の状況・エフォート

研究者所属・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　	Comment by 作成者: 業務参加者ごとに１頁以内で記入してください。
必要に応じて表に行を挿入してください。

（１）応募中の研究費
	資金制度・研究費名
（研究期間・配分機関等名）
	研究課題名
（研究代表者氏名）
	役割
(代表・分担)
	令和５年度の
研究経費	Comment by 作成者: 「研究経費」欄には、直接経費を記入してください。
(期間全体の額)
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由

	【本提案課題】	Comment by 作成者: 「応募中の研究費」欄の先頭行には、本提案課題を記入してください。
	
	代表
	千円
（総額　　千円）
	
	

	
	
	
	千円
（総額　　千円）
	
	



（２）受入予定の研究費
	資金制度・研究費名
（研究期間・配分機関等名）
	研究課題名
（研究代表者氏名）
	役割
(代表・分担)
	令和５年度の
研究経費
(期間全体の額)
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由

	
	
	
	千円
（総額　　千円）
	
	

	
	
	
	千円
（総額　　千円）
	
	



（３）その他の活動　　　エフォート：　　　％



５　これまでに受けた研究費	Comment by 作成者: 業務参加者がこれまでに受けた研究費（所属研究機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費等。現在受けている研究費も含む。）のうち、本研究に関係するものについて、研究費ごとに、資金制度名、期間（年度）、研究課題名、研究代表者・研究分担者の別、研究経費（直接経費）を記入の上、研究成果及び中間・事後評価（当該研究費の配分機関が行うものに限る。）結果を簡潔に記述してください。

（例）
業務参加者名：
資金制度名：
期間（年度）：　　年度～　　年度
研究課題名：
研究代表者又は研究分担者の別：
研究経費（直接経費）：　　千円
研究成果及び中間・事後評価結果：





６　用語の説明書	Comment by 作成者: 本提案様式で記載している専門用語及び略語のうち、特に必要と思われるものについて、簡単な解説を記載してください。なお、用語の説明書はより的確な審査を目的としたもので提出を義務付けるものではありません。（記載形式は自由）
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